
点滅 

 
蛍光灯が点滅している 
干からびた時間が点滅している 
その中で淡々と営まれているものが 
コマ送りの映像として映し出され 
野獣的な欲望の鎌首を持ち上げてゆく 

 
       ＊ 

 
叩き切ること 
徹底的に叩き切ること 
ディジタルとはそこからスタートするものであり 
次々と伝達される信号は 
いまだ不完全な集合体に過ぎない 

 
時間というものがこれまで醸成してきたもの 
すなわち――― 
変異と消滅、そして統合といったものの内 
変異だけをひたすら保存すること 
それのみが永遠という幻想をかき立てている 

 
３次元の直角が林立する上方の空間を 
伸び縮みするスケールが泳いでいる 
何らの対話もなく 
自由気ままに泳いでいる 
雑然とした多様性の許容された地上とは無関係に 

 
ウィルスのような者達は 
寄生のみによって自己保存に熱中する 
いかに寄生の策略を凝らすかに熱中する 
次第にしぼんでゆく対象に不安を覚えながらも 
進化のみによって乗り越えられる、と自らに言い聞かせながら 

 
永遠という幻想 
忘れ去られた 
あるいは忘れ去られることを強いられている―――死 
それを塗り潰すべく提示されているもの 
ひたすら提示に提示を重ねてゆくもの 



 
       ＊ 

 
蛍光灯が点滅している 
意識がコントロールしようとする 
次第に増してゆく速度に 
ひたすら追いつこうとし 
次第に疲弊してゆく意識が眩暈を起こし始めている 
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